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《
釈 

文
》 

 
 

三
波
川
谷
北
谷
之
百
姓
等
、
早
々
在
所
へ 

罷
帰
、
可
二

作
毛
一

候
、
横
合
非
分
之
儀
、
不
レ 

 

可
レ

有
レ

之
者
也
、
仍
如
レ

件
、 

 

 
 

壬
子 

 
 

 

三
月
廿
日 

虎
朱
印 

  
 

 
 

北
谷
百
姓
中 

 

《
読
み
下
し
》 

 
 

三
波
川
谷
（
さ
ん
ば
が
わ
だ
に
）
北
谷
（
き
た
だ
に
）
の 

百
姓
等
、
早
々
に
在
所
（
ざ
い
し
ょ
）
へ
罷
（
ま
か
）
り 

帰
り
、
作
毛
（
さ
く
も
う
）
す
べ
く
候
、
横
合
非
分
（
よ 

こ
あ
い
ひ
ぶ
ん
）
の
儀
、
之
有
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な 

り
、
仍
っ
て
件
（
く
だ
ん
）
の
ご
と
し
、 

  
 

 
 

壬
子 

 
 

 
 

 
三
月
廿
日 

虎
朱
印 

           
 

北
谷
百
姓
中 
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《
用 

語
》 

 
【
北
谷
（
き
た
だ
に
）
】
三
波
川
流
域
の
呼
称
。
現
在
の
藤
岡
市
三
波
川
。
本
文
書

が
初
見
。
戦
国
期
に
は
飯
塚
氏
や
根
岸
氏
な
ど
「
北
谷
衆
」
と
呼
ば
れ
る
土
豪

（
地
侍
）
が
い
た
。 

【
在
所
（
ざ
い
し
ょ
）
】
住
ん
で
い
る
所
。
す
み
か
。
あ
り
か
。 

【
罷
帰
（
ま
か
り
か
え
る
）
】
「
帰
る
」
の
謙
譲
語
。
退
き
帰
る
。
ま
か
る
。
帰
る
。 

【
作
毛
（
さ
く
も
う
）
】
耕
作
を
す
る
こ
と
。
畑
作
を
す
る
こ
と
。 

【
横
合
（
よ
こ
あ
い
）
】
正
当
な
理
由
の
な
い
こ
と
。
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
。
ま
た
、

命
令
に
服
せ
ず
、
と
や
か
く
い
う
こ
と
。 

【
非
分
（
ひ
ぶ
ん
）
】
理
に
あ
わ
な
い
こ
と
。
道
理
に
は
ず
れ
る
こ
と
。
不
当
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。 

【
壬
子
（
み
ず
の
え
ね
）
】
じ
ん
し
。
こ
こ
で
は
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
。 

【
虎
朱
印
】
大
き
さ
は
一
辺
約

7.5

㎝
。
戦
国
大
名
北
条
家
当
主
が
公
的
に
発
給
し

た
文
書
に
押
印
し
た
。
「
禄
寿
応
穏
」
と
言
う
印
文
を
用
い
た
。
こ
れ
は
「
禄

（
財
産
）
と
寿
（
生
命
）
は
、
応
（
ま
さ
）
に
穏
や
か
（
平
穏
無
事
）
な
る
べ

し
」
を
意
味
し
、
領
民
の
生
命
・
財
産
を
保
証
し
て
平
穏
無
事
の
社
会
と
す
る

こ
と
を
願
っ
た
。
な
お
こ
の
文
書
発
給
時
の
当
主
は
北
条
氏
康
（
一
五
一
五
～

七
一
年
）
で
、
北
条
氏
全
盛
期
の
基
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

《
解 

説
》 

  

天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
、
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
避
け
て
逃
散
（
ち

ょ
う
さ
ん
）
し
て
い
る
三
波
川
谷
・
北
谷
（
藤
岡
市
）
の
百
姓
を
、
在
所
（
居
住
地
）

に
北
条
氏
が
帰
還
さ
せ
よ
う
と
命
じ
た
文
書
で
す
。
早
々
に
か
つ
て
住
ん
で
い
た

村
へ
帰
り
、
耕
作
に
専
念
す
る
こ
と
を
命
じ
、
百
姓
に
対
し
北
条
軍
か
ら
道
理
に
合

わ
な
い
行
い
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
北
条
氏
は
こ
の
朱
印
状

を
発
給
す
る
こ
と
で
、
三
波
川
谷
の
村
々
の
安
全
を
保
障
し
、
復
興
を
図
り
ま
し

た 

。
い
わ
ゆ
る
禁
制
と
い
う
文
書
に
当
た
り
ま
す
。 

 

こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
同
年
北
条
氏
康
が
上
野
国
に
侵
攻
し
、
平
井

城
の
関
東
管
領
上
杉
憲
政
を
追
放
し
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
神
流
川
流
域

は
山
内
上
杉
氏
の
勢
力
が
強
い
地
域
で
、
重
臣
足
利
長
尾
氏
の
所
領
で
し
た
。
し
か

し
上
杉
氏
の
没
落
で
、
北
条
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
も
の
の
、
戦
場
が
近
い
た
め
混

乱
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

な
お
印
判
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
北
条
氏
は
村
に
対
し
直
接
文
書
を
発
給
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
黒
田
基
樹
『
戦
国
大
名

の
危
機
管
理
』
角
川
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
。
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
初
代
早

雲
か
ら
二
代
目
氏
綱
へ
の
代
替
わ
り
に
際
し
、
初
め
て
印
判
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
前
、
大
名
の
発
給
文
書
は
花
押
を
据
え
た
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
の
場
合
、

目
下
の
者
に
出
す
の
は
家
臣
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
書
札
礼
（
し
ょ
さ

つ
れ
い
）
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
大
名
の
人
格
を
示
す
花
押
を
用
い
ず
、
大
名

の
意
志
を
示
す
も
の
と
し
て
印
判
が
発
明
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
大
名
の
命
令
は
朱
印
状
で
全
て
村
に
通
達
し
、
徴
発
す
る
公
事
や
そ
の

数
量
も
明
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
、 

一
方
で
不
当
な
徴
発
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
し
た
。 

 

飯
塚
家
文
書
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
当
館
に
そ
の
一
部
が
寄
託
さ

れ
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
未
公
開
分
も
含
め
た
一
七
二
四
〇
点
が
群
馬
県

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
に
は
自
宅
に
あ
っ
た

未
整
理
文
書
等
も
含
め
て
一
括
し
て
群
馬
県
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
自
宅
に

保
管
さ
れ
て
い
た
戦
国
期
文
書
や
近
世
初
期
の
文
書
二
十
四
点
も
当
館
に
収
蔵
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
文
書
群
が
伝
来
し
た
飯
塚
家
は
、
戦
国
期
以
来
の
家
系
で
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
緑
野
郡
三
波
川
村
の
名
主
を
世
襲
し
、
明
治
期
以
後
は
三
波
川
村

戸
長
、
同
村
長
、
初
代
鬼
石
町
長
も
飯
塚
家
当
主
が
務
め
て
い
ま
し
た
。 

 


